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理事長 コラム               理事長 湯口 兼司（香川県 ・湯口塾） 

 9月としては過去最高の台風発生数を数

え、大雨と突風、竜巻が各地を襲いまし

たが、皆様の地域では被害はなかったで

しょうか？四国も少しの被害はありまし

たが、それ以上に渇水が心配されていた

早明浦ダムの貯水率が100パーセントにな

り、ほっとしている感もあります。10月になってもま

だ夏日を思わせる暑さが続き、今週は台風24号が再び

日本列島を縦断しようとしています。確かに異常気象

を感じる昨今ですが、皆様の地域に被害が及ばないこ

とを祈っています。 

  10月6日には私たち私塾ネットの昔からの盟友であ

る関西私塾教育連盟、通称関私連の『設立５０周年記

念式典』があり、鈴木副会長、仲野事務局長と一緒に

参加いたしました。また私塾ネットの仲間としては教

育ネット要覧、佐藤先生、学習塾協会副会長、碇先

生、関私連の会員でもある杉山先生などが参加されて

いました。さすがに歴史のある団体だけに学校関係者

も多く盛会となり、素晴らしい式典であったと思いま

す。私たち私塾ネットが特別なる関係の団体として祝

辞を述べさせて頂きました。また鈴木副会長は式典後

に行われた内輪だけの慰労会に呼んで頂き、良き仲間

として今後も合同の研修会を持ちましょうと提案され

たそうです。お互いに切磋琢磨しながら、これまで以

上に良い関係であり続けたいですね。 

 

  夏の終わりには今年も関東エリア主催の伊豆の親睦

旅行に参加いたしました。谷村会長が石巻の出張寺子

屋に行かれたため、ご一緒できなかったのが残念では

ありましたが、今年はまた楽しい旅行となりました。

碇料理長のプロ顔負けのにぎりは本当に美味しく、食

べ過ぎてしまいました。 

  またその旅行に、私は無謀にも香川から700キロの

ドライブで伊豆半島まで行き、帰りは広島若竹塾の佐

藤将紀先生と新神戸駅までご一緒しました。初めての

新東名、新名神、伊勢湾岸道路などわくわくすること

も多く、車中では日ごろの愚痴から秘密の話まで貴重

な会話が延々と続きました。尊敬する佐藤先生と忘れ

られないドライブとなりました。 

 

  さて今年の最後を飾るイベントとして、私塾ネット

四国が12月8日（日）忘年会を兼ねた研修会を岩国市

で開催いたします。芸城学院グループ、城先生、熊野

先生、加納先生の全面的な協力の下、素晴らしい研修

が企画されています。本当に楽しみです！みなさん、

岩国、錦帯橋温泉で会いましょう！ 

私塾ネット四国 研修会・忘年会のご案内 
私塾ネット四国は来る12月8日（日）山口県岩国市にて、私

塾ネット中国協賛の下、研修会、忘年会を開催いたします。

またこの研修に際しては城忠道先生率いる、芸城学院グ

ループの全面的な協力を頂いております。みなさん方は年末

に向けてのお忙しい時期ではあると思いますが、中国、四国

の会員塾のみならず、全国の仲間のご参加を心よりお待ち申

し上げます。そしてこの研修会場である岩国国際観光ホテル

は観光名所の錦帯橋近くにあり、温泉旅館としても素晴らし

いと聞いています。研修そして夜遅くまで、ゆっくりと食べて、

飲んで語り明かそうではありませんか。    

                 私塾ネット四国エリア代表 寺嶋謙次 

 
《日時》 平成25年12月8日（日） 

 

《場所》 岩国国際観光ホテル 

      山口県岩国市岩国1丁目1-7（錦帯橋畔） 

      （錦帯橋温泉）     ℡0827-43-1111  

 

《行程》 12：15～ 受付開始 

13：00～ 開会 

13：30～ 第1部 研修会 

「生徒のモチベーションをアップさせるために」   

真弓秀之先生(芸城学院西岩国校・玖珂校) 

14：30～ 会場移動・教室見学  

※マイクロバス等で移動します。 

15：00～ 第2部 研修会（芸城学院予備校）   

「芸城学院予備校の取り組みとそのノウハウ」 

                          加納幹久先生 

16：30～ 再び、岩国国際観光ホテルにて 

17：00～18：00 岩国の夕べ 

 （Mystery Time Joh?!）・・・花筏にて 

18：30～20：30 忘年会 

21：00～ 2次会 

 

《宿泊先》 岩国国際観光ホテル 

【アクセス】・お車でお越しの場合 

        山陽自動車道→岩国ICより ５分 

      ・電車でお越しの場合 

        新幹線 新岩国駅よりタクシーで５分 

        山陽本線 岩国駅よりタクシーで10分 

      ・飛行機でお越しの場合 

        岩国錦帯橋空港よりタクシーで20分 

 

《費用》 研修会費・・・2000円 

  忘年会費（懇親会）・・・8000円 

     12月8日（日）宿泊費（朝食付） 

              5500円（※二人部屋になります。） 

     12月7日（土）の前泊費（朝食付）  9600円 

    (会費・宿泊費は岩国国際観光ホテルさんのご  

          好意により特別料金です。) 

《申し込み先》  学習院セミナー（寺嶋先生）  

          FAX 0877-63-4639   

         〆切 11月22日（金） 
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２０１３年１０月14日、東京・浅草ビューホテル

を会場として、公益社団法人全国学習塾協会（ＪＪ

Ａ)主催の「塾の日シンポジューム」が開催された。

今年はＪＪＡが結成されて２５年目の区切りの年に

あたる。またこの４月には、ＪＪＡが社団法人から

公益社団法人に移行するとともに、安藤大作新会長

以下の新執行部が誕生したばかりである。 

さて、１０月９日の塾の日を記念して毎年執り行

われている当大会は、全国各地で持ち回り開催され

ており、今年は東京開催の番となった。大会委員長

の碇優（社団副会長・私塾ネット会員）以下、準

備・実行委員会の方々は何回もの打合せを重ねこの

日に臨んだ。実行委員の中心メンバーとなったの

が、第２部の責任者を務めた仲野十和田さん（ナカ

ジュク・私塾ネット事務局長）、第３部を仕切った

渡辺浩さん（渡辺塾・私塾ネット関東総務部長）で

あった。また、谷村私塾ネット会長、鈴木同副会長

も実行委員に名を連ねている。 

さらに会場の浅草ビューホテルは、私塾ネットが

昨年全国研修大会を実施した会場とあって、経験を

積んだ私塾ネットメンバーのペースで進められた。 

当日の進行は３部構成となっていた。 

第１部 塾の日記

念式典のキャッチフ

レーズは「ともに讃

えよう！みなさんの

はれ姿を。そして２

５歳の誕生日を」。

式典は安藤会長の式

辞に始まり、ご来賓

あいさつ、永年勤続

職員及び塾生表彰、

全国読書作文コン

クール表彰などが行

われた。 

ご来賓祝辞では下村文科大臣が登壇される予定で

あったが、公務のため欠席となり画竜点睛を欠く結

果となったのは残念であった。 

第２部 シンポジュームのキャッチは「期待され

る若者の国際力！日本人は世界とどう向き合うの

か！」。テーマは「国際人に学ぶ日本人の生き

方」。仲野十和田先生の司会進行で、まず会場の雰

囲気を和ませるため、私塾ネット流の「アイスブレ

イク」からスタート。  

前半は「海外留学生に聞く」ということで、３名

の留学生（筑波大大学院２名、東京農工大大学院１

名）の方々が、自国の教育システムと日本での学生

生活ぶりを披露した。３名はネパール、ベナン、イ

ラン、ともに新興国出身かつ女性とあって、彼女た

ちのスピーチは新鮮な驚きをもって迎えられた。 

第二部後半は猪口邦子参議院議員による講演。専

門の国際政治学の立場から諸外国の教育事情をレク

チャーされたが、今回のシンポジュームのテーマに

ぴったりの人選であった。 

さていよいよ第３部である。これを取り仕切るの

が私塾ネットメンバーである渡辺、柳田のおなじみ

「浩」コンビ。「東京流おもてなし」をテーマに斬

新なパーティーが企画された。生バンドが奏でるメ

ロディーをバックにウェルカムドリンクからパー

ティーはスタート。主催者あいさつや乾杯を酒宴の

途中に入れ、形苦しい来賓のスピーチは極力カット

といった、次世代型懇親会を演出した。さらにメイ

ンイベントを曲芸師による大道芸パフォーマンスで

盛り上げて、好評のうちにお開きとなった。 

JJA２５周年記念・塾の日シンポジューム2013開催される 

新会長安藤大作氏（三重県）の式辞か

ら第１部が始まる 

第２部シンポジュームの３名の女性留学生と猪口邦子議員 

 大道芸人武ちゃんのサーカスパフォーマンスに大喝さい ２０１３年読書作文コンクール入賞者表彰。会長から賞状授与 
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『教育ネット要覧』出版記念祝賀会報告 私塾ネット渉外部次長 加藤 実 

平成25年９月22日(日)東京の「アルカディア市ヶ谷」

（私学会館）にて『私塾・私学・企業・教育ネット要

覧』第13集の出版記念祝賀会が開催された。 

第一部「記念祝賀会と報告会」 

   午後３時～午後５時 ６階「阿蘇」 

総合司会 松田邦道 全日本学習塾連絡会議幹事 

（１）開会の辞  

   坂田義勝 全日本学習塾連絡会議代表幹事 

（２）来賓挨拶 

   楠目 聖 文部科学省生涯学習政策局生涯学習 

   推進課民間教育事業振興室長 

   加賀田哲也 大阪教育大学英語教育講座教授 

（３）記念講演 塾教育－実践報告と今後の展望   

   須原秀和 須原英数教室塾長 

（４）私立学校校長、先生方のご紹介と挨拶 

（５）学習塾団体代表者、学習塾の先生方のご紹介 

   とご挨拶 

（６）教育関連企業のご紹介とご挨拶 

（７）『学習塾百年の歴史－塾五十年史』スクリーン映写   

    映写とお話 中嶋浩一 一橋大学名誉教授 

（８）事務連絡  

第２部会場へのご案内 

第二部「懇親会」 

   午後５時30分～７時30分 ３階「富士・西」 

総合司会 松田邦道 全日本学習塾連絡会議幹事 

（１）開会の辞  

   坂田義勝 全日本学習塾連絡会議代表幹事 

（２）東京オリンピック・ パラリンピック担当大臣 

    就任のご挨拶  

   下村博文 文部科学大臣、教育再生担当大臣 

（３）来賓ご挨拶 

   近藤彰郎 一般財団法人東京私立中学高等学校  

   協会会長 

   大島九州男 参議院議員 

   渡辺美知太郎 参議院議員 

   河野雄紀 東京都都議会議員 

   渡辺幸子 栃木県県会議員 

   西村和雄 京都大学名誉教授 

   加賀田哲也 大阪教育大学教授 

   大森不二雄 首都大学東京大学教育センター教授 

   森本 一 民間教育連盟会長 

（４）乾杯 筒井勝美 英進館館長（九州） 

（５）『教育ネット要覧』アルバム スクリーン映写 

   映写とお話 中嶋浩一 一橋大学名誉教授 

（６）下村博文文部科学大臣と記念撮影（参加者全員） 

（７）謝辞 佐藤勇治『学習塾百年の歴史』 

      『教育ネット要覧』編集長 

（８）閉会の辞 本田恵三 一般社団法人日本青少年育 

   成協会専務理事 

下村博文衆議院議員、念願の文部科学大臣就任！お
めでとうございます！！ 

併せて東京オリンピック・パラリンピック担当大
臣、教育再生担当大臣も！  

重ねておめでとうございます！！ 

塾教育現場、学校教育現場を良くご存じの下村博文
文部科学大臣には大いに期待している。 

実のある教育行政をお願いしたいものだ。 

しかし、すべての小学生に英語が必要なのか？それ
より、日本人としてのアイデンティティーをしっか
り持たせる教育、母国語教育こそ重要なのではない
か。 

『私塾・私学・企業・教育ネット要覧』も発行を重
ねてなんと13集である！書名の通り、塾、私立学
校、関係企業のための名簿である。ほとんど佐藤勇
治先生お一人の力で発行されている。その原点はど
こにあるのか？まとめてみたい。 

下村大臣を真ん中に記念撮影。大臣の左に佐藤、右に鈴木と私塾

ネットコンビが好位置、前列右端は塾全協の菅原氏そして隣りは谷村 
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昭和60年２月15日「全塾連統一
テスト総資料集」(Ｂ５判286頁)
を編集発行した実績から「全塾
連創立三十周年記念誌『あゆ
み』の編集と発行を任され、平
成２年12月８日発行。この塾団
体記念誌発行のノウハウがその
後の佐藤勇治先生のライフワー
クへと発展したと思う。 

平成７年～平成12年『全塾連の
歴史』全７巻発行。 

平成13年『私塾・私学・企業・教育ネット要覧』第
１集発行。 

平成11年６月16日東京駅地下の「八重洲倶楽部」に
て、臨時任意団体連絡会議が開催され、オブザー
バーとして参加されていた下村博文衆議院議員の助
言によって、「全日本学習塾連絡会議」が設立され

た。この後文部省と塾側の会合が衆議院議員会館等
で煩雑に開催されるようになり、このときから菅谷
友豊香先生が佐藤勇治先生の右腕となって大活躍さ
れる。 

平成20年10月１日社団設立二十周年記念誌「絆」発
行。 

平成22年３月24日調布市市民プラザ「あくろす」に
て『学習塾百年の歴史－塾五十年史』を全日本学習
塾連絡会議から発行することに決定。佐藤由美子先
生、佐藤哲二先生、菅谷友豊香先生、菅谷隆臣先
生、渡辺美知太郎先生、菅谷弘幸先生らの大奮闘の
末、平成24年４月５日めでたく発刊！ 

 

佐藤先生、名簿作り等、まだまだお願いしますよ。
佐藤勇治先生以外、たぶん出来ない仕事だと思いま
すので。 

ＮＰＯ塾全協主催・2013年「中高進学相談会」開催される！ 

私塾ネット関東 監物一男 

（埼玉県・向学館） 
2013年「中高進学相談会」が今年もNPO塾全協の

主催で、９月８日（日）の１１：００～１５：３０
まで新宿NSビルにて開催されました。私立中高校１
３８校が参加。東京・千葉・埼玉・神奈川の各県の
私学や生徒・保護者が参加する大きなイベントで
す。参加の私学はそれぞれのブースで、受験生など
に詳しい説明をしています。又、「2014年度の中学
入試の注目点」「公立一貫校入試の動向」や「私
立・都立入試はこうなる」と題しての特別セミナー
も実施されました。今年は、比較的早い時間から入
試相談コーナーを訪ねる保護者も見受けられまし
た。また、各私学のブースの前にも多くの生徒やご
父兄が並び始め、終了時間の3時過ぎまで記念品コー
ナーでは列を成して並んでいました。 
 私の担当した入試相談コーナーでは、東京私塾協
同組合の先生と一緒に、桂馬先生・宝田先生も一緒
に担当していただきました。会場に来た生徒達は、
自塾の塾長を見つけて話しかけていました。桂馬先
生・宝田先生はさすが地元だけあって、塾生も来場
していました。特に今年は都内の公立・私立高校の
相談が目立っていました。都立高校は、学区によっ
て様々な学校があり、生徒や保護者の方もどこを受

験したら良いのか、細かく相談をされていました。
特に今回はある条件に合った学校を教えてほしいと
の要望が多く、ある女生徒は、現在の私学から他の
私学に移りたいが、受け入れてくれる学校はどこが
よいかとの相談でしたが、都内の私学の取り決めも
あり、苦労していました。又、ある男子生徒は野球
部を続けたいが、部活の時間も取りながら、大学進
学実績のある学校で、現在の平均的成績で行ける学
校とのことでした。その他、吹奏楽で有名な高校は
どこが良いかとか、模試の判定では確率は低いが、
どうしても某私学に行きたいのでアドバイスを欲し
いなど様々でした。どの相談も保護者からの切実な
相談が多く、丁寧にアドバイスしていました。 
 私塾ネットからは他に安藤進理先生は朝早くから
受付に居られましたし、光先生は例年通り早朝から
の作業や私学の先生との対応もされていました。鈴
木先生は私学の先生方とお話をして、私塾ネットへ
のお誘いもされていました。今年も大きなトラブル
も無く、相談者もそれなりに満足して帰って頂けた
ものと思います。合格グッズのプレゼントやスタン
プラリーの抽選により様々な賞品が貰えるなどの企
画も人気でした。 

大忙しの入試相談コーナー、左端は私塾ネット桂馬先生 
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私塾ネット関東 宮澤 歩 

（千葉県・秀英ゼミナールSS教室） 

 ２０１３年９月２９日（日） フローラ西船 

今年も約１５００名の来場者を数えることができ、

盛会のうちに終えることができました。 

 

「誰のための（何のための）フェアなのか？」 

 スクールフェア実行委員会では、年度のスタート

の委員会で「誰のための（何のための）フェアなの

か？」の議論から始まります。今年はJACの役員の改

選の関係もあって、新実行委員長のもとでスタート

地点の確認から実行委員会が立ち上がりました。 

「参加していただく私立学校様がJACにとってのお

客様である」「お客様の満足度を上げるのは来場者

の質？数？」「来場者の質は、組合員塾での事前の

指導が行き届いているせいか毎年高評価を戴いてい

る。やはり数が大事ではないか」「来場者数を増や

すための仕掛けを考えよう」「数を増やすためには

来場者の満足度を高めないといけない。来場者の満

足するポイントはどこか」などの話がでました。 

「他のフェアとは違う」点って？ 

スクールフェア立ち上げ当初の頃とちがって、今

ではたくさんのフェアが行われています。他のフェ

アではなくってスクールフェアに行こうと思っても

らえるようにするために、今年は「比較できるフェ

ア」をコンセプトにガイドブックを変えることにし

ました。フェアに参加していただいている学校に各

校のアピールポイントを紹介していただくアンケー

トを実施して、他の学校紹介の冊子にはない切り口

で学校を分類して、掲載しました。生徒たちも一通

り見てみたくなるものに仕上がったようで、事前配

布をしたところ、生徒たちはじっくり読み込んでい

ました。 

 

他にも、多くのフェアは「座って先生の話を聞く

だけのフェア」ですが、スクールフェアでは座って

先生と相談するのはもちろん、高校生たちが生徒の

目線で学校をアピールする「スクールライフコレク

ション」や高校の授業って中学の延長かと思ってい

たらこんなに面白いんだという事を知ってもらう

「ワクワク先生のおもしろ講座」、各学校様から賞

品を提供していただいて来場者にくじ引きをしても

らう「大抽選会」などもここ数年好評を戴いている

イベントです。 

 

さらに、「千葉県は細長く広い」ということで、

「会場まで遠くて生徒を動員するのが大変」という

組合塾のために、スクールバスを持っている学校に

お願いをして、生徒のためにバスを出してもらう事

もしています。今年も市原方面と成田・佐倉・四街

道方面に東海大学附属望洋高等学校様、東京学館高

等学校様にご協力いただいて５台のバスで約２００

人ほどが来場しました。 

 

来年のスクールフェア２０１４は、船橋周辺はじ

めとする中学校の定期テストの日程、他のフェアと

の関係でまだ日程は決まっていませんが、９月に実

施する予定です。ぜひ一度西船橋駅から徒歩１分の

「フローラ西船」へお越しいただき「スクールフェ

ア」を楽しんでいただけたら幸いです。 

千葉学習塾協同組合主催（私塾ネット協賛）スクールフェア2013開催される 

開場を待つ長蛇の列、いやがうえにも雰囲気が盛り上がってくる 

母校への愛を過激にアピール。人気のスクールライフコレクション

のパフォーマンス風景。今年の優勝校は千葉明徳高校でした 

賑わう個別相談コーナー。受験生にまじって塾の先生も相談

の席に、中央の男性はどうやら松浦さん（元理事長）のようだ 



2013年11月１日         全日本私塾教育ネットワーク広報                第44号     

昼食を済ませ、さぁ出発！とそのとき、偶然ではありました

が、昨年もこの場所で大道芸を披露していた「たけちゃん」

と遭遇。これも何かのご縁と、その場で名刺交換をさせてい

ただきました。これがきっかけとなってこの「たけちゃん」、実

は今年の１０月１４日に行われた「塾の日シンポジウム」の

懇親会にパーフォーマーとしてお呼びし、ゲストの方々を大

いに盛り上げてくれました。この懇親会を担当した自分とし

ては、大感謝です。 

 さて夕食は貸別荘の為、自分たちで用意しなければなり

ません。いつもはここで谷村会長の出番なのですが、残念

ながらいらっしゃらないのでどうなるものかと思ったのです

が、私塾ネットは才能のある先生が多数いらっしゃいます

ね！何と碇先生が魚屋から数種類の魚を買ってきて、それ

を握り寿司にしてくれました。また、湯口先生は本場讃岐う

どんを、僕と鈴木さんで本場？サムギョプサルを作り、もう

食べられないというぐらい沢山の夕食を頂きました。 

 夕食後は仲野先生のギターによる生カラオケ。何でもリク

エストに応えてくれますので、まだご参加頂いていない先生

方、是非一曲いかがでしょうか。今回の旅行も鈴木さんが１

分間ほどのムービーにして作ってくれました。このムービー

は私塾ネットＨＰ⇒http://shijuku.net/ 最新情報（９／１３Ｕ

Ｐ）でご覧になれますので、是非お楽しみください！ 

私塾ネット関東総務部長  渡辺 浩 

（東京都・渡辺塾） 

７ 

私塾ネットセンター副会長 鈴木正之 
（東京都・いぶき学院） 

 平成25年10月6日、ホテル日航大阪にて、関西私塾教

育連盟（関私連）設立50周年の記念式典及び祝賀会が

開催された。私塾ネットとしての参加者は、湯口理事

長、仲野事務局長と私の3人。私は私塾ネット設立10周

年の際から、この関私連の設立50周年記念式典に参加

することを決めていた。それは、関私連の方々が暖

かったからだ。 

 さて、まず驚いたのは参加者数。会員37名の学習塾

団体でありながら約200名が祝賀会に参加した。祝賀会

のつかみは獅子舞。中に入っていたのは若い女性で

あったことにさらにびっくり。そして絶えず流れる映

像。写真や動画が巨大スクリーンに映し出されてい

た。華やかさと賑やかさに加え、おもてなしのある会

であった。 

 塾団体代表で湯口理事

長が挨拶をする等、関私

連の私塾ネットへの扱い

は 厚 く、本 当 に う れ し

かった。 

 東日本大震災を関西で

継続支援されている宮田

先生（私塾ネットも協力

している）と、来年の塾

の日に仙台でお会いする

ことも約束した。石井元

全国学習塾協会会長の元

関西私塾教育連盟設立 5 0周年「記念式典・祝賀会」に出席して 

気なことにはびっくりしたが、とにもかくにも良い雰囲

気で時が過ぎていった。 

 祝賀会の後、関私連のメンバーだけの慰労会に碇先生

（私塾ネット顧問・協会として参加）と2人だけ特別参加

させてもらう。37会員塾のほとんどが顔をそろえ、その

団結の強さは我が私塾ネットの四国を髣髴させるようで

素晴らしい集まりと感じた。慰労会で、清村理事長、藪

木前理事長から「友好関係をこれからつくっていこう、

また持ち回りで研修会も・・・」と温かい言葉をいただ

き、私塾ネット設立以前から続く関係が一歩前進し、こ

れからさらに良い関係ができていくことを確信する会で

もあった。今後は一緒に何ができるかを検討して実行に

移していくことが我々の課題である。 

 関私連の会員でもある私塾ネット近畿代表の杉山先生

が2団体を結ぶ役割を果たしてくれると期待している。 

主催者あいさつに立たれる清村善治理事長 

来賓挨拶は私塾ネット湯口理事長 

私塾ネット関東懇親旅行会レポート 
 恒例の『私塾ネット関東懇親旅行』へ、９月１日から１泊

で行ってまいりました。今回の目的地も昨年とおなじ伊豆

の伊東、今回は昨年利用した宿と同じ系列の『伊豆ポニー

テール』（http://www.aco.co.jp/ponytail/）に宿泊しました。  

 今年も私塾ネット四国・中国から湯口理事長、若竹塾の

佐藤先生にご参加いただきました。それに加え、今回は公

益社団法人全国学習塾協会とのコラボレーション研修とい

う事で、理事の内藤潤司先生にもご参加いただきました。 

 さて、東京駅で待ち合

わせたメンバーは内藤、

碇、仲野、中村直人、鈴

木正之、川久保、佐藤、

長江広紀の先生方それ

に賛助会員のデザイン

オフィススズキの鈴木さ

ん、そして私（渡辺）の１

０名。全員１台のレンタ

カーに乗りこみ一路伊豆

へ。 

 お昼に湯口理事長と伊

東マリンタウンで合流し

前列左から玉城、湯口、碇、後列右

から佐藤、内藤、川久保、鈴木、仲

野、中村先生。撮影は筆者 
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私塾ネット関東の年間最大のイベント「私学情報交

換会」が雨のぱらつく１０月２０日（日）お茶の水

にある東京ガーデンパレスで開かれました。本年で

３１回目。今年も司会を務めた桂馬先生のご尽力

で、４名の私学の先生が登壇し、学校のPRよりも

ご自分のPR(教師としての思い)を２０分という制限

時間の中で力説をふるわれました。 

 この会は、自分の学校を紹介するだけの学校説明

会ではなく、人間味あふれる先生にスポットをあ

て、そのお話を通して学校に親近感を持つというス

タンスであり、私塾の者として大変興味の沸くもの

です。 

 今年は他団体の行事がぶつ

かった日でもあり少し、出席人

数が少なかったですが、毎月の

定例会は欠席してもこの会だけ

は、何をおいても駆けつけよう

という人もいましたよ。当日の

雰囲気をレポートします。 

 情報交換会は雨男の（？）鈴

木正之エリア関東代表代行の挨

拶で始まりました。 

 トップは跡見学園中学高

等学校の入試広報主任 志

村 聡先生。 

 ダンデイで素敵なおじさ

まという雰囲気を持たれた

方です。（でも、ご本人は

チンピラとおっしゃる？）

跡見の入試制度を説明され

た後、教育に対する持論を

述べられました。最近の子

供たちは、自分の机のまわりに落ちているごみを

拾って捨てることをしない。社会に出てこれではい

けない。しつけの大切さを話された。「しむじい」

と呼ばれてもやりたいとのこと。また女子と男子で

は教え方は全く違う。男子は全体像を説明してから

個々の説明をする。女子は初めからコツコツと説明

をしないと理解しにくい。ですからこそ女子校の価

値があると締めくくられた． 

 

 ２番手は国際学院中学高

等学校の副校 長井川 隆

先生。 

 ３８年間公立高校に勤務

された後この学校に来られ

たとのこと。ユネスコス

クールとしての特色ある学

校、今年度から中高一貫の

中学を始めた経緯などを説

明される姿勢、そして、夢

と希望をすべての子供たちに持たせたいと話される

先生に、誠意を見ることができ、こちらも襟を正し

ました。 

 「あすには」実現する。標語うまいですね。 

あきらめるな すなおになる  にげるな  

はげましあう 

 私（大住）の愚息が今年から１期生として中１で

お世話になっています。先生のお話からきちんと対

応して下さりそうで安心できました。 

 

 ３番手はトキワ松学園中学高等学校の教頭 阿部 

光雄先生。 

 「私は学校の紹介はし

ません。自分の生い立ち

から今までの生きざまを

話したい」とおっしゃり

ユニークな話が聞けまし

た。生まれは神楽坂との

こと（私も大学が近かっ

たので懐かしい思いにな

りました）親が個人塾を

経営しており、ガリ版刷

りのプリントで勉強させ

ていた（ご自分も学ばれたとのこと）母親がこまめ

に面倒を見て学習させる姿勢から自分の教育への原

点があったと話される先生から、私たち塾人の気持

ちがよくわかられていると頼もしく思うとともに真

面目な先生だなあとも思いました。 

 でも、高校は自由な校風の学校だったこと、当時

の大学紛争まっただ中にあったことから勉強はあま

りしなかったが図書館に入り浸り多くの本を読んだ

ことを披歴されました。そして坂本竜馬にも精通さ

れており彼を通して色々と考える習慣がつき、全体

をしっかりおさえる力がついたと話されました。塾

のこともよく理解して下さる先生とこれからも良き

お付き合いをしたいですね。 

 

 最後は今年度で退職される、東洋大学京北中学高

等学校の教頭 野中 政廣先生。 

 お付き合いのある塾、学

校の先生も多く、何か後輩

に道を譲るべく、ご自分の

人生観を述べておられるよ

うで感銘を受けました。教

師といえど高いところから

見下すのではなく、おもて

なしの気持ちを持つことの

必要性を話されました。 

 特に、営業の心得５カ条

は私たちにもわかりやす

エリア関東主催・第３１回私学情報交換会＆懇親会レポート 
報告 センター広報部長 大住 明敬(埼玉県・聖学舎） 

http://firestorage.jp/fullview/485bc6ac51ee66e370547bcea0b66068b59b591d
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く、ありがたいです。「①しゃべりすぎるな ②笑

顔で挨拶 ③電話こそ丁寧に ④帰り際が大切 ⑤

無駄足を踏め」塾人も営業しないといけません。常

日頃私も思っているのですが、このようにはっきり

言っていただくと学ぶべきことを自覚しますね。 

 そして先生が最後に話された標語「出会った人を

出逢いたい人に」は私の胸に熱く語りかけてきまし

た。こんな素晴らしい先生が定年とはいえ現場から

いなくなることは寂しい限りです。 

 ２時間にわたった４名の先生のお話は塾人として

これから歩む一助になったようです。ありがとうご

ざいました。 

 大住関東副代表の締めの挨拶に続き懇親会が会場

を変え、多くの方と盛大に始まりました。 

 元京北中学高等学校長の川合先生の乾杯ご発声で

始まった会は和やかな歓談が進む中、出席者のユ

ニークな挨拶、一言コメントなど随所で食事の箸を

休め聞き入ることが多くありました。特に、駒込中

学高等学校の河合校長先生の私塾と私学は今後も自

助、共助のもとに文科省の取り組む教育改革に立ち

向かうことが大切というお話は襟を正しました。学

習塾出身の下村さんが文科省の大臣ですが、そう簡

単に官僚の牙城は崩せないですね。気持ちを引き締

められるコメントでした。 

 

 サプライズも色々ありました。 

①事務局長の仲野さんが所用で欠席され、今年はい

つもの紹介ビデオはないのかなと思っていました

が、私塾ネットのホームページを担当されている賛

助会員の鈴木さんが先ほど終了した交換会の様子も

入ったネットの１年を紹介したビデオを上映してく

れました。  

②会長の谷村先生がまた

またやってくれました。

なんと、スポーツ新聞を

うまく折り込んで手提げ

袋を作って持参してくれ

ました。希望者にプレゼ

ントされたのですが、巨

人ファンの川合先生に優

勝した写真の入った手提

げに嬉しさ満開の笑顔が

見られました。 

③その川合先生が、今年で退職される元部下である

野中先生に「私が校長をやってこれたのは野中がい

たおかげだ」と言って、花束を渡されました。野中

先生の目に感激の涙が見られました。こちらも感動

しました。 

 

 今年も盛況でした。立役者は最後の梶原副理事長

の挨拶でも出ましたが、なんと言っても企画運営を

仕切った桂馬さんです。 

来年もお願いしますよ。……それにしても食事もの

すごく余りました。皆さん食したのかな？、 

真ん中奥に進行役の桂馬先生、挨拶は筆者大住広報部長 

塾団体代表で挨拶をされるＮＰＯ塾全協菅原明之先生 

出席された校長先生方にはそれぞれご挨拶をいただいた。 

センターは豊南高校高橋校長。その右は新渡戸文化中高の上前

校長、右端は聖徳大附属中高の河並校長、左は駒込学園の河合

校長そして左端は和洋国府台中高の太田校長 

来春退任をされる東洋大学京北中高の野中教頭に、同校前

校長川井先生から慰労の花束が贈られた。私塾ネットのパー

ティーならではの演出に、大きな拍手がわいた スポーツ新聞エコバッグ、「楽天

パリーグ優勝、星の監督空を舞

う」バージョン 
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 エリア東北 扇野 昭弘 

（青森県・学習塾ＴＲＭ登竜門） 
 

第１回 白山・白川郷１００キロウルト

ラマラソンを完走して参りました 

この大会は、高低差１５００ｍ、累積高低差２５０

０ｍの日本一過酷な大会と前評判のあった大会で、朝

４時～夜８時までの１６時間をかけて完走します。 

この大会を完走するにあたり、急な傾斜の上り下り

を毎日２時間、夏期講習会終了と同時に頑張って参り

ました。９月の走行距離は、なんとか３５０キロを超

えることが出来ましたが、左足首が腫れ、歯茎が腫

れ、筋肉痛の日が続きました。もちろん、大会１週間

前は、疲れを残す事ができないため走ることができま

せん。 

大会当日も、足が重く完走できるか不安でした。ス

タートは、朝４時です。夜中の１時半に目を覚まし、

朝食をとり、２時の送迎バスに乗り、１時間掛けてス

タート地点に移動します。ホテルの布団に入ったのが

夜10時でしたので、ほとんど眠れません。しかし、大

抵の１００キロマラソンはいつもこんな感じですの

で、仲間の間では「目さえつむっていれば、寝たこと

になる!!」というのが常識になっています。 

いよいよスタートです。３８.２キロの上り１５０

０ｍを５時間４０分で、第１関門を突破しなければな

りません。途中２０キロで、もうすでに足が上がら

ず、太ももの付け根が痛みました。こんな時は、痛み

止めを飲みます。なんとか第１関門は、１５分前に突

破することができました。 

次の第２関門は、一気に１５００ｍを下り、白川郷

の村に入ったところの１７キロで３時間１０分です。

ここは、下りなのでいくらかは楽で１時間の余裕で突

破できたと思います。白川郷の世界中から来た観光の

人々に応援され、日本一の幸せ者と錯覚する程感動し

ました。 

しかし、問題は、今下って来た１７キロを２時間１

０分で登らなければならない第３関門です。登りを急

いで歩いても１キロあたり１３分かかります。同じ上

りでも、走れる上り、走れない上りに分けます。足

は、もう悲鳴も出せません。そこで、もう１度痛み止

めを飲みます。胃も心配なので今度は、胃薬と一緒で

す。第２関門で貯金し

た１時間があったの

で、なんとか１０分前

に第３関門を突破で

す。たくさんの人が嘔

吐していましたが、私

が持っていた胃薬に喜

んでいました。 

第４関門は、２０.１

キロの下りを２時間１

０分ですので、時間的

に余裕ができます。こ

こまで、きたら完走も

決定です。スーパー林

道では携帯も通じませ

んが、携帯が使えるようになってからは、歩きなが

ら、持久走の走り方と時間配分を指導して頂いた渡部

先生に電話です。 

「ありがとうございました。なんとか完走出来そう

です!」と、でもその後も、胃薬と痛み止めでした。 

大変でしたが、神々しい自然と優しい現地のボラン

ティアの人々に触れ、日本一の幸せ者になって、日本

一の男の授業で生徒たちに貢献したいと思いました。 

次の週のフルマラソンも胃薬と痛み止めで完走で

す。 

来年も新しい土地の１００キロマラソンを目指し、

試練の日々を送りたいです。来年は、薬なしで完走。 
 

 

エリア東北 佐々木 康 

（青森県・やまばと学習館） 
マラソン奮闘記  

 秋晴れの空の中、去る１０月６日（日）、第１１回

弘前白神アップルマラソンに出場してきました。３年

前から師匠渡部先生にお誘いをいただき、エリア東北

の扇野先生の指導をいただきながら今回、３回目の出

場。もちろん、フルマラソン（42.195km！）です。  

 毎年、夏期講習会が終わって、マラソン１か月前か

ら練習開始、という遅い取り組みが祟ってか、なかな

かタイムもよくならず、ついに今回は23km地点で右

足が攣り、何とか回復はしたものの、制限時間４分前

のギリギリゴール。さらには脱水症状で医務室へ搬送

される始末。点滴を受けて体調は回復しましたが、反

省、反省のレースでした。事前の練習不足、計画性の

無い走りがこのような結果を招いてしまいました。子

供たちに日々、コツコツと日々の学習の積み重ね、志

望校合格に向けた計画的な学習計画を指導している身

として、マラソンを通じて大切なことを勉強する機会

となりました。今年は若い先生方も参加し、新しい刺

激をもらいました。その若者たちに負けないよう、来

年は完走だけでなく、タイムの向上を目標としてリベ

ンジします！ 

ウルトラマラソンの舞台となった世界遺産・白川郷 
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エリア関東 広報部 中村直人 

（神奈川県・中村学院） 
        

 長江先生宅訪問記 第2回 
 6月28日に、私塾ネット関東代表の長江先生宅

を、代表代行の鈴木先生と中村が訪問いたしまし

た。先生は非常にお元気で、以前に増して血色もよ

く、リハビリに励んでおられます。話もはずみ、最

後にこんなお話が。 

 お酒が友の長江先生は、ジャズバンドのバンマス

でもあります。それで、主治医の先生に、「バンド

をやっておりますので、どうしても打ち上げで乾杯

しなくてはなりません。つきましては、ビールの一

杯くらいはかまいませんか。」とメールしたそうで

す。主治医からのお返事は、「かまいません。ビー

ルの一杯くらいは、むしろ健康によろしい。」とい

う粋なお答えだったそうです。さらに、続けて「一

杯といわず･･･」というお話しでしたが、はたし

て、そこのところの真偽は、まことに不明でありま

す。 
 

長江先生宅訪問記 第3回 

 8月16日に、私塾ネットの有志がお宅を訪問する

ことになりました。参加者は、鈴木先生・松浦先

生・仲野先生、竹内先生、監物先生と中村の計6名

です。 

 まず、前回会ったときより、長江先生の声がはっ

きりしていることをみんなが指摘。リハビリの成果

が少しずつ出ているのではということに。先生も自

宅から100メートル位のカラオケ店まで行って、カ

を2軒買い取りました。この方ともっと深く交流でき

ないかな。何か学ぶべきものが沢山あるように感じ

ております。 
 

ところで11月から私共の会社名が変わります。

「株式会社 チャレンジHD」と申します。 

 

 

エリア中部 代表 松本紀行 

（長野県・チャレンジ学院） 

「経営を極める」 
9月22日（日）東京のアルカディア市ヶ

谷にて「要覧出版記念式典」が行われま

した。佐藤先生の業績は、あたかも小倉百人一首を

編纂された藤原定家に匹敵するように思われます。

塾業界が太い絆で結ばれた出来事でありました。松

田先生の軽妙な司会が続く中で、暫くして下村先生

が登場すると、会場は歓喜に包まれました。長年私

共が応援し続けてきた先生が、晴れて文部科学大臣

になられたわけです。極端に言うと「塾教育が国の

教育になった」わけです。参加者一同、嬉しくて嬉

しくてたまらないわけです。下村先生も我が家に

帰ってきたように、ゆったりとしておいででした。

居心地のいいひと時の空間も、あっという間に過ぎ

去りました。オリンピック責任者をはじめ、三役も

四役もおやりになっている事は、とても喜ばしいこ

とではありますが、健康に留意されて1日も長く国政

に携わってほしいなあと、心から願っております。 

 10月に入りますと、恒例の「長野県高校入試統一

テスト会」が開かれました。冬期講習会で実施され

る第二回中3模試です。長い間「地獄の作問会議」と

言われ、1泊2日で審議しておりましたが、上手に作

れるようになったせいか（？）、半日で終了出来る

ようになりました。この結果、地獄が天国に変わろ

うとしています（^o^）。年に何回かは塾間で緊迫し

た話し合いがされるのも、身が引き締まって良いも

のですね。 

 最近、特に思うことは「経営を極めたい」という

想いです。今まではなんとなくやって、まあまあの

成果を得てきました。しかし、これが本当の経営な

のかと、疑問に感じることが多くなりまして、もっ

と的確な経営ができないものかと。2日ばかり前にテ

レビ松本四十周年記念「感謝の集い」にお呼ばれし

ました。参加者400名。何か商機になるものは無い

か、誰か成功した人にお行き合いできないものか、

そんな気持ちで何人かの方々と知り合うことができ

ました。一つの事業を起こすのに、どなたも予想外

の苦労をされているんだと。テレビ松本さんも3人で

創業をはじめ、今、70人ほどの長野県トップのケー

ブルビジョン会社に発展しています。視聴軒数7万5

千人。今この地方で大きな影響力を与える存在に

なっております。私共も、20年間ほど「高校入試解

答速報」をさせていただきました。このテレビ局で

はケーブルプラス電話を販売中です。大変な苦労を

しながら、損益分岐点を越えるべく、懸命に努力し

ております。今、私が一番魅力に感じていることは

「自然の法則に従う経営」です。どなたか興味があ

る方は話し合いませんか。また商工会議所の議員の

仕事も、経営を極めるのに多いに役立っておりま

す。長野県で有名なIさんと言う方がおります。ガソ

リンスタンドを最初にはじめて、ホテルを1つ、ゴル

フ場を2つ、パチンコ店を10、広大な複合商業施設を

1つ。更に今年に入って、この地方では最高のホテル
長江先生（前列中央）を囲んで、前列右から中村、松浦、竹内、

長江広紀、後列右から監物、鈴木、仲野（敬称略） 
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ラオケするのを目標に歩行訓練に励まれているご様

子。で、少々生臭い話もありましたが、各塾の休み

の様子、夏合宿の様子とそのノウハウ、菅谷先生の

娘婿渡辺氏の参院選当選のお話などが、話題にのぼ

りました。長江先生からは、塾業界から消費税の免

除あるいは据え置きを、団体として国のほうに働き

かけては、というご提案がありました。 

1時間ちょっと話した後、近くの居酒屋に場所を

変えて話すことに。長江先生もこのように居酒屋に

来るのは、2、3度目ということで、奥様・広紀さん

が御介助されました。一同乾杯から、くだけた話に

突入。1時間ほどたちまして、中村は用事のためお

いとましました。残りの皆さんは、その後、長江先

生とお別れ

してから、

川崎に出て

痛飲された

とのこと。 

少しずつで

も、長江先

生のご回復

の様子を見

ることは、

私たちには

大変うれし

い こ と で

す。  

 エリア近畿 代表 杉山 信良 

（大阪府・栄光塾） 

  関西私塾教育連盟の５０周年 
１０月６日（日）大阪市の日航ホテルに

おいて、関西私塾教育連盟の50周年式典

と懇親会が行われました。関西私塾教育連盟（以下関

私連）と私塾ネットとの関係は、私塾ネットが発足以

前、まだPTF・全塾連があった時代に関私連と三団体

の持ち回りで全国研修大会を行なっていた頃からのお

付き合いです。 

私も19年前の箕面の研修大会から関私連の会員とし

て参加させていただき、そのご縁で現在私塾ネットに

も加盟しています。 

過ぐる６日の50周年には、私塾ネットからは湯口兼

司理事長・佐藤勇次先

生・鈴木正之先生・中野

十和田先生と、社団の副

会長としてのお立場でし

たが碇優先生が出席くだ

さいました。 

谷村会長が「関私連との

お付き合いは大事にしな

いといけない。」とおっ

しゃられていたと湯口理

事長からお聞きし、関私

連のメンバーでもある私

としては、心から感謝しております。 

懇親会終了後は、ホテル最上階のスカイラウンジ

でメンバーだけの打ち上げを行いましたが、特別に

碇先生と鈴木先生にはご参加いただきました。関西

には「関西塾団体連絡会」という任意団体の代表者

の集まりがあり、50周年にも関西の任意団体の代表

者が多数ご参列くださいましたが、最後の打ち上げ

に参加頂いたのは、碇先生と鈴木先生だけです。 

この事実は、いかに関私連と私塾ネットが深い関

係にあるかを物語っていると思います。 

打ち上げもお開きになって、「杉山君このあと時

間ある？」と言う碇先生と鈴木先生と共に道頓堀に

出て、お好み焼きを食べながら、エリア近畿の今後

について話しました。 

近畿のメンバーは現在、京都・大阪・兵庫・奈良

に一塾という具合に散らばり、それぞれ塾のニーズ

が全く異なり、集まる事もままならない状況です

が、鈴木先生より「以前の塾団連のようにネットと

関私連が持ち回りで全国研修大会を持つ事は出来な

いかな？」と提案いただき、「その橋渡しをして欲

しい」とお願いされました。 

もとより私が私塾ネットに加盟しているのは関西と

のつなぎ役と自負しておりますし、「それぞれの団

体が、同じような事をそれぞれで別々にやっている

のは、非効率だからまとめてくれないか」という相

談（私塾ネットのメンバーではありません）を受け

て入会させていただきましたので、かつての塾団連

のように、持ち回りの全国研修大会を行う橋渡しは

喜んでやらせていただきたいと思います。  

エリア中国 広報  西本 雅明  

（広島県・パワーゼミ西本） 
 

私塾ネット中国の7月定例会は県東部で

の研修会が恒例です。今年は「尾道北高

の進路指導を覗いてみよう！」というタ

イトルで広島県下屈指の進学校である県立尾道北高

校へ押しかけ、進路指導を視察しました。総合選抜

の時代から、尾道北高校は進路指導に力を入れ、東

部地区公立高校のなかでは抜群の進路実績をあげて

こられました。単独選抜となってからは８割を超え

る割合で国公立進学を成し遂げた年もあります。そ

して、尾道北高校の進路指導部を経験した先生方 

あなたたちには居酒屋がよく似合う、長江さん久

しぶりにビールで乾杯 

神出鬼没の碇先生、あの大病の

後とは思えぬ活躍ぶり 県立高校に会場を借りて研修会。一昔前なら想像もつかぬことだ 
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が、他校の進路指導部でご活躍なさっていて、東

部地区公立高校では「尾道北高の進路指導」が「ブ

ランド化」しているようにも感じられます。その北

高進路指導の中心で20年近く頑張ってこられた松井

教頭先生から、年間計画や先生方の進路指導におけ

る役割、センター試験への取り組み・センター試験

後の二次対策などをお話しいただきました。 

進路指導部が教科主任の上に位置し、進路指導の

計画を教科主任に下ろしていくという手法です。年

に１度は泊まり込みで進路指導会議をするそうで

す。２次対策では、大学別に分けられた生徒たち

を、その大学を年間を通じて担当研究してきた先生

方が受け持ち、きっちりとした対策授業をしていま

す。公立高校の先生方が本気で取り組めば、塾も負

けてしまいそうなことができるんだと改めて感じ、

闘志が燃えた研修でした。 

その後は千光寺の山頂付近にある尾道美術館横の

レストランで語らいながらの昼食です。尾道水道を

見下ろし、瀬戸内の島波を眺めながら楽しいひと時

を過ごしました。 

エリア中国 林 恵美子 

(広島県・はやし塾） 

単なる成績アップではなく、 

   子どもたちの「学ぶ力」を培う塾でありたい 

 東広島市高屋町に塾を開校して17年目。 

 設立以来「少人数制」「チームティーチング制」

にこだわり、講師と子どもたちとの距離が近いこと

も生徒・保護者の皆さまにご支持いただいている理

由の一つであると自負しています。 

 授業はとにかく教科書、学校授業に準拠し、基礎

学力の徹底に注力。 

 何事も「基礎なくして応用なし」。ましてや基礎

がなければ飛躍など、到底不可能だと考えるからで

す。基礎を叩き込んで、“できない”“わからな

い”を“できた”“わかった”に変えていく。そう

した一つひとつの成功体験を通して、「学ぶ力」を

しっかりとはやし塾で培ってもらいたいのです。 

 はやし塾での経験や培った「学ぶ力」が、子ども

たちのこれからの人生を支える軸となるよう、単な

る成績アップのための「学習」塾ではなく、人間力

を研磨する塾として、今後も邁進していきたいと

思っています。 

あいさつや整理整頓…できて当たり前のことですが、最近は身

についていない子どもも多くいるため、生活面の指導もここで徹

底。昔の「寺子屋」を意識し、地域密着の塾として頑張っていま

す。 

尾道は坂の町、高台から見下ろす瀬戸内の景観が財産 

さて、恒例となりました私塾ネット関東入試

情報研究会ですが、早いもので今回で４４回

目を迎える事となりました。若手職員を中心

に、なるべく塾長又は経営者が口を挟まず思

いっきり意見をぶつけることが出来る会という

事でこの会はスターと致しました。 

今回は元都立高校の副校長までされた 

大河内先生をお招きし、都立高校改革の裏

側やここでしか聞けない話を盛りだくさんにご

講演いただきます。 

第44回 入試情報研究会のお知らせ  

日 時 ： 平成25年11月8日（金）  午前10：00～11：50 

場 所 ： 中央大学駿河台記念館 500号室 

〒101-8324東京都千代田区神田駿河台3-11-5 

内 容 ： あいさつ 10：00～10：15 

都立高校の変遷と大河内先生の思い 10：15～11：35 
大河内先生は都立高校で副校長を歴任され、定年退職後には都

立高校改革について多くの講演をされている方です。2005年度

東京都教育委員会表彰、2006年度東京都教育委員会より副校

長功労賞を受賞されています。 

著書「副校長から見た都立高校改革」学事出版 
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プを飾ったのである。教育ネタが一面を飾ること自

体がそうそうあることではない。それが週４日に及

んだのである。なにやら奇異にも思える紙面の連続

に、いささか驚かされたのであった。 

 ２１日の見出しは「学テ成績公表解禁へ 文科省

検討来年度から 市町村教委が判断」とある。つづ

いて２２日は「大学入試 達成度テスト２段階に 

再生会議提言方針 センター試験改革」。そして２

３日は「英語授業小３から 文科省方針20年度にも 

５・６年正式教科」。さらに二日をおいて２６日の

朝刊は「義務教育５歳から検討 再生会議 ４・

４・４制可能に」と続く。まさに怒涛の４連発であ

る。これらは先日の下村大臣の講話のなかでふれて

おられた事項であり、いずれも教育行政の根幹にか

かわる重要事項となるであろう。なるほど読売新聞

が好きそうなネタではあるが、こうも矢継ぎ早やに

並び立てられると…。いささか面喰ってしまって、

絵空事にさえ思えてくるのだが。 

 ことの是非は今後の議論を待たねばならぬであろ

うが、と

もあれ、

停滞気味

であった

教育施策

が、下村

大臣の登

場で動き

始めたこ

とは歓迎

したい。 

14 

閑話休題             編集長 谷村志厚 

 本誌４ページに掲載の通り、佐藤先生が編集をされ

ている「教育ネット要覧」の出版記念祝賀会が９月２

２日、都内市ヶ谷のアルカディアで開催された。下村

博文文部科学省大臣が来られ、記念講演を行うという

のがこの会の目玉であった。下村大臣は教育再生担当

大臣を兼務されている。さらに、９月９日にオリン

ピック・パラリンピック東京開催が決まると、同担当

大臣をも兼務されることになったばかりで、きわめて

多忙な毎日を送られている。そんな状況でありなが

ら、文科大臣ご本人が学習塾団体の連絡機関の会合に

お越しになるという。まことに異例とも思えること

で、これは取りも直さず、大臣の塾界との深い絆と、

業界に功績を刻まれている佐藤先生へのご厚志の現れ

であろうと思う。 

 この会で大臣は、弁舌さわやかに３０分程度の話を

された。オリンピック招致の裏話で聴衆を沸かせ、教

育再生実行会議の動きを踏まえ、教育改革への強い意

気込みを語られた。同席した塾と私学の関係者は、等

しく下村さんの大臣としての才力と気迫に深い感銘を

覚えたのであった。文科大臣は時として格下の国務大

臣と見られがちである。第２次安倍内閣組閣のおり、

自ら進んで文科省大臣を望んだと聞き及ぶが、その気

概やよしである。今後文部行政はかなり動きそうだと

の思いを深くしたのであった。 

 さてそんなおり、１０月第４週の読売新聞には驚か

された。読売新聞を購読されている方はお気づきだろ

うが、２１日の月曜日以降、２２、２３日そして土曜

日の２６日と、文科省発信のニュースが朝刊一面トッ
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(文＆写真：城忠道・エリア中国・芸城学院） 

事務局長 仲野十和田(ナカジュク） 

    印象に残ったこと 
①10/6(日)、大阪の日航ホテルにて、関

私連（関西私塾教育連盟）の５０周年

記念式典開催。３０数塾の加盟塾でありながら、会

員全員が出席し、２００名規模の任意団体ならでは

の心温まる会でした。懇親会で湯口理事長のあいさ

つの中で「息子が塾

の経営者の子供でる

ことで、嫌な思いは

沢山あったと聞かさ

れてきましたが、先

日、『塾の先生とい

う仕事を与えてくれ

たことには、感謝し

ている』と言いよっ

たんです」と。感動

しました。 

私塾ネットセンター 事務局通信 

 

フォート・ほっとコラム 
雌伏 ＜逆境に耐えながら時期を待つこと＞ 

月山から見た鳥海山です 

最近「波止釣り」にはまっていて、月に２．３
度釣りに出かけます。 
今年の夏の気候は異常で暑さが厳しく、連日３５
度超す猛暑日が続きましたが、それでも海へとで
かけました。この暑さの中でも獲物を待つ時間は
あっという間に過ぎ、気が付けば何も釣れないま
ま４，５時間が過ぎていることもありました。
「何も好き好んで」と思われそうですが、この
「待ちの時間」も釣りの楽しみの内なのです。次
に来る幸運（獲物がかかる）に期待し、心集中し
て待ち続けてやっと釣り上げた時の感動は釣り人
のみぞ知る快感です。 
 釣りは竿を出せばすぐに釣れるというものでは
ありません。仕掛けを工夫し、餌を考え、釣り場
を選択し、潮を読み、時間を考え等々、きりがな
いほどの状況を考え選択し、何時間も待ってやっ
と釣果につながるのです。 
 ただ浮を見ながらひたすら竿をふり、餌をまい
ていても何も釣れずに暑さばかりの時間が流れて
いきますが、この時にあきらめてその釣り場を離
れてしまうと釣果は望めません。我慢してひたす
ら「いつか釣れる」と信じて竿を振り続けます。
するとその時は突然にやってきます。「時合」で
す。爆釣の時間です。今まで何の反応もない数時
間が嘘のように投げれば釣れる時間がやってくる
のです。耐えてエサやりした結果が訪れるので
す。苦労をした後だけにこの瞬間の楽しいことと
きたら、「もう最高！」。 

 よく釣りは「忍耐」だといわれるのも、この
「待ちの時間」をいかに耐えて釣るかで釣果が出
るからだと思われます。 
 さらに楽しみは釣りをした後にあります。新鮮
な魚を調理し酒を楽しむ。目いっぱい頑張った後
のお酒ですからこの酒のうまいこと。釣った魚の
美味しいこと。これも一度経験したら本当に暑さ
なんて目じゃありません。 
桜の花も厳しい冬の寒さがあってこそ美しく咲

くといわれます。 
 人の一生にも「耐えて待つ」という大切な時期
があるように思われます。こうした時こそ自分を
忘れず、正直に、夢を信じて逃げないことです。
そうしていればチャンスは来ます。花咲く時期が
来ます。逆境の時は仕事を楽しみ時を待ちましょ
う。その日はきっときますから。 
 
雌伏  ＜将来に活躍の日を期しながら、しば

らく他人の支配に服して耐えること＞ 

②10/14(祝・月)、浅草ビューホテルにて、JJA（公益社

団法人全国学習塾協会）の設立２５周年、塾の日シンポ

ジウム開催。２部の研修を私仲野が、３部の懇親会をエ

リア関東総務部長の渡辺浩先生で担当させていただきま

した。今回の２次会の後は、私塾ネットのメンバーで集

いました。その席で、故中村重美先生の息子さんである

庸彦先生と、病気療養中の長江勝秋先生の息子さんであ

る広記先生が、代々の飲み友達であると知り感動しました。 

③10/21（日）、大阪のトレードセンター、（社）日本

青 少 年 育 成 協 会 主

催、教育コーチング

フ ェ ス テ ィ バ ル 開

催。ナカジュクは認

定校部門２連覇を狙

い、当日に臨みまし

たが、健闘むなしく

敗退しました。やり

切った自分たちに感

動しました。 湯口理事長のスピーチに感動！ 
これってナカジュクのゆるキャラ？！ 
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賛助会員一覧(順不同) 日本橋女学館中学高等学校    園田 義宣先生 
東京都中央区日本橋馬喰町2-7-6  ℡03-3662-2507 

安田学園中学高等学校      福谷 隆芳先生 
東京都墨田区横綱2-2-25         ℡03-3624-2666 

科学技術学園高等学校      船津 和良先生 
東京都世田谷区成城1-11-1     ℡03-5494-7711 

日本音楽高等学校        伊庭 崇 先生 
東京都品川区豊町2-16-12     ℡03-3786-1711 

立正中学高等学校        今田 正利先生 
東京都品川区大崎4-2-16      ℡03-3492-4416 

上野学園中学高等学校      高橋公美子先生 
東京都台東区東上野4-24-12    ℡03-3842-1021 

二松学舎大学付属高等学校   舘野 宏 先生 
東京都千代田区九段南2-1-32    ℡03-3261-9288 

村田女子中学高等学校      二渡 道雄先生 
東京都文京区本駒込2-29-1     ℡03-5940-4187 

自由学園（中等部・高等部）  更科 幸一先生 
東京都東久留米市学園町1-8-15  ℡042-422-3111 

帝京中学高等学校       大谷 幸男先生 
東京都板橋区稲荷台27-1     ℡03-3963-4711 

京華学園           今野 巌 先生 
東京都文京区白山5-6-6      ℡03-3941-6493 

千代田女学園         長尾 和雄先生 
東京都千代田区四番町11     ℡03-3263-6551 

日出中学高等学校       大江 律夫先生 
東京都目黒区目黒1-6-15      ℡03-3492-3388 

目黒学院中学高等学校     阿部 幸彦先生 
東京都目黒区中目黒1-1-50     ℡03-3711-6556 

共栄学園中学高等学校     松宮 博  先生 
東京都葛飾区お花茶屋2-6-1    ℡03-3601-7136 

東京家政学院中学・高等学校  滝沢 保一先生 
東京都千代田区三番町22       ℡03-5245-6534  

東京女子学院中学・高等学校  宗内 信二先生 
東京都練馬区関町北4-16-11     ℡03-5903-9559       

(株)創開コミュニティー      小林 和光様   
千葉県柏市柏2-7-22-202      ℡04-7164-6511 

ドラゴンフィールド㈱      山田 博史様 
千代田区神田錦町3-23錦町ビル8   ℡03-5282-3174 

㈱パワーコンサル        大島 義則様 
渋谷区渋谷1-7-7 青山通りビル12Ｆ ℡03-5928-1686 

㈱私塾界              山田未知之様 

豊島区東池袋1-39-1三善ビル     ℡03-3987-0838 

㈱ＳＲＪ            板橋 玲  様 
港区芝公園2-4-1柴パークB館102        ℡03-5425-6534 

デザインオフィススズキ         鈴木 学  様 
千葉県柏市柏687-6            ℡04-7164-8276 

(株)ぱど            田中 和博様 
品川区大崎2-13-17 目黒東急ビル   ℡03-5155-8122 

(株)エドベック         千葉 貴広様 
横浜市中区山下町25-15 ﾌｭｰﾁｬｰ山下  ℡045-226-5494 

(株)学研ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾅﾙ       伊藤 龍男様 
品川区西五反田2-11-8  9Ｆ        ℡03-6431-1337 

(株)ｱﾘｽ・ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ       中嶋三十浬様 
埼玉県富士見市関沢2-14-8 ｻﾝｾﾞｰﾑ101  ℡049-293-8056 

 

 

関東国際高等学校         村山ｻﾝﾄﾞﾗｰ先生 

東京都渋谷区本町3-2-2       ℡03-3376-2244 

江戸川学園取手中学高等学校    竹澤 賢司先生 

茨城県取手市西1-37-1        ℡0297-74-8771 

十文字中学高等学校            夘木 幸男先生 

東京都豊島区北大塚1-10-33      ℡03-3918-0511 

東洋高等学校                丸茂 隆 先生  

東京都千代田区三崎町1-4-16     ℡03-3291-3824 

桜丘中学高等学校              品田 健 先生  

東京都北区滝野川1-51-12        ℡03-3910-6161 

聖徳大学附属中学高等学校      川並 芳純先生 

千葉県松戸市秋山600            ℡047-392-8111 

麹町学園女子中高等学校        大野 博人先生  

東京都千代田区麹町3-8       ℡03-3263-3014 

春日部共栄中学高等学校        宇野 禎弘先生   

埼玉県春日部市上大増新田213    ℡048-737-7611 

大成高等学校                  岡田 政雄先生      

東京都三鷹市上連雀6-7-5        ℡0422-43-3196 

東京学園高等学校              須藤 勉  先生   

東京都目黒区下目黒6-12-25      ℡03-3711-6641 

東京立正中学高等学校          藤井 教戒先生  

東京都杉並区堀ノ内2-41-15      ℡03-3312-1111 

八雲学園中学高等学校        横山 孝治先生 

東京都目黒区八雲 2-14-1       ℡03-3717-1196 

関東第一高等学校              副田 康孝先生   

東京都江戸川区松島2-10-11      ℡03-3653-1541 

武蔵野中学高等学校            鏑木 文夫先生 

東京都北区西ヶ原4-56-20        ℡03-3910-0151 

和洋国府台女子中学高等学校    西山 紀子先生 

千葉県市川市国分4-20-1      ℡047-371-1120 

新渡戸文化中学高等学校     藤井三恵子先生 

東京都中野区本町6-38-1      ℡03-3381-0196 

文京学院大学女子中学高等学校  嶋田 栄司先生 

東京都文京区本駒込6-18-3     ℡03-3946-5301 

東洋大学付属京北学園         野中 政廣先生 

東京都北区赤羽台1-7-12      ℡03-3941-6253 

大森学園高等学校             矢部 一紀先生 

東京都大田区大森西3-2-12       ℡03-3762-7336 

東京成徳大学中学高等学校     増澤 文徳先生 

東京都北区豊島8-26-9       ℡03-3911-2786 

日本工業大学駒場中学高等学校 河村 文夫先生 

東京都目黒区駒場1-35-32     ℡03-3467-2130  

青稜中学高等学校             笠松 芳幸先生 

東京都品川区二葉1-6-6          ℡03-3782-1502 

東京女子学園              実吉 幹夫先生   

東京都港区芝4-1-30             ℡03-3451-6523 

駒込中学高等学校            河合 孝允先生     

東京都文京区千駄木5-6-25       ℡03-3828-4141 

愛国中学高等学校            高橋 英夫先生  

東京都江戸川区西小岩5-7-1      ℡03-3658-4111 


